
日
本
共
産
党
飯
能
市
委

員
会
は
、
現
在
、
市
民
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
６
月
６
日

現
在
５
０
０
通
を
超
え
る

回
答
が
あ
り
、
様
々
な
思

い
・
要
求
が
記
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
間
報
告
と
し

て
４
月
２
９
日
号
新
飯
能

（
２
０
０
通
集
約
）
に
続

き
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

生
活
は
苦
し
い
、
将
来

に
不
安

国
保
税
や
介
護
保
険
料

の
負
担
増
、
年
金
の
目
減

り
や
医
療
費
の
負
担
増
に

よ
り
、
生
活
は
苦
し
く
な
っ

た
と
62
・
２
％
の
方
が
答

え
、
変
わ
ら
な
い
28
・
８

％
、
楽
に
な
っ
た
０
・
４

％
と
続
き
、
「
県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
保
・

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
て
」

「
年
金
の
手
取
り
が
年
々

下
が
っ
て
い
る
」
「
先
行

き
が
見
え
ず
老
後
が
不
安
」

「
身
内
の
介
護
が
生
活
負

担
に
」
な
ど
、
国
保
税
・

介
護
保
険
料
・
医
療
費
な

ど
の
負
担
増
が
生
活
を
圧

迫
し
、
将
来
の
生
活
設
計

に
不
安
を
訴
え
て
い
ま
す
。

生
活
悪
化
を
招
き
景
気

を
悪
く
す
る

今
、
消
費
税
増
税
法
案

採
決
に
向
け
、
民
主
・
自

民
・
公
明
３
党
に
よ
る

「
修
正
」
増
税
談
合
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
年
金
暮
ら
し
で
生
活
は

大
変
。
増
税
は
困
る
」
と

国
民
の
怒
り
の
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
72
・
１
％
。
が
消

費
税
増
税
は
反
対
と
答
え
、

暮
ら
し
が
大
変
37
・
７
％
、

公
約
違
反
14
・
５
％
、
景

気
が
悪
化
す
る
19
・
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

必
要
と
答
え
た
方
は
、
23
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

意
見
・
声
の
記
載
項
目
に

は
、
「
今
の
暮
ら
し
も
大

変
な
の
に
、
さ
ら
に
引
き

上
げ
に
な
っ
た
ら
、

反
対
で
す
」
「
今
の
野
田

政
権
に
は
、
公
約
し
た
も

の
は
や
ら
ず
、
公
約
し
な

い
こ
と
を
や
る
。
選
挙
で

問
う
べ
き
だ
」
「
低
所
得

者
に
負
担
を
強
い
る
も
の

で
あ
り
、
収
入
に
応
じ
て

応
能
負
担
す
べ
き
」
な
ど

消
費
税
増
税
は
、
「
生
活

悪
化
を
招
き
、
景
気
も
冷

え
込
む
」
と
答
え
て
い
ま

す
。

飯
能
市
政
に
不
満

飯
能
市
政
に
あ
る
程
度

満
足
、
満
足
し
て
い
る
方

は
11
・
８
％
。
少
し
不
満
・

不
満
は
67
・
７
％
の
方
が

答
え
、
「
福
祉
・
教
育
・

文
化
施
設
の
貧
弱
さ
」

「
飯
能
大
河
原
線
・
丸
広

内
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・

県
水
導
入
な
ど
ム
ダ
」

「
住
環
境
整
備
や
商
店
街

の
活
性
化
を
」
な
ど
と
合

わ
せ
て
、
医
療
・
介
護
・

高
齢
者
福
祉
の
充
実
や
子

育
て
支
援
の
充
実
、
公
共

交
通
の
確
保
、
中
小
業
者

の
支
援
、
商
店
街
振
興
な

ど
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
平
素
の
訓

練
意
欲
と
士
気
の
高
揚
に

努
め
る
た
め
、
火
災
防
御

の
基
本
と
な
る
操
法
技
術

の
練
磨
、
向
上
、
消
防
活

動
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
６
月
３
日
に
、

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
大
会
は
、

地
区
・
県
大
会
、
全
国
大

会
へ
と
続
く
も
の
で
、
９

日
に
は
マ
ロ
ー
ド
イ
ン
飯

能
で
、
報
告
会
と
激
励
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
消
防
後

援
会
と
消
友
会
か
ら
新
し

い
優
勝
杯
・
準
優
勝
杯
・

第
3
位
杯
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
大
会
か
ら

最
優
秀
選
手
賞
が
設
定
さ

れ
、
ポ
ン
プ
車
5
名
、
小

型
ポ
ン
プ
1
組
4
名
、
小

型
ポ
ン
プ
2
組
4
名
の
計

13
名
に
賞
状
と
メ
ダ
ル
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
分
団

●
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝
・
第
９
分
団
（
東
吾

野
）
準
優
勝
・
10

分
団

（
吾
野
）
三
位
・
５
分
団

（
南
高
麗
）

●
小
型
ポ
ン
プ
車

一
組

優
勝
・
第
11
分
団

2
部
（
名
栗
）
準
優
勝
・

第
9
分
団
2
部
、
第
3
位

第
10
分
団
2
部
1
班

二
組

優
勝
・
第
5
分
団

2
部
Ａ
、
準
優
勝
・
第
11

分
団
3
部
、
第
3
位
・
第

3
分
団
1
部
（
本
郷
）

西
部
地
区
大
会
（
飯
能
、

日
高
）
は
、
本
日
（
17
日
）

西
部
広
域
消
防
本
部
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

拝
啓

砂
長
議
長

様

突
然
お
手
紙

を
差
し
上
げ
る
の

は
、
13
人
の
飯
能

市
議
が
選
挙
違
反

事
件
で
書
類
送
検

さ
れ
た
こ
と
で
、

あ
な
た
が
議
会
を
代
表
し
て

「
迷
惑
を
か
け
た
」
と
陳
謝

さ
れ
た
こ
と
に
納
得
が
ゆ
か

な
い
か
ら
で
す
▼
書
類
送
検

さ
れ
た
の
は
21
人
の
議
員
の

な
か
で
13
名
の
議
員
で
す
。

あ
な
た
が
「
議
会
を
代
表
」

し
て
陳
謝
し
た
こ
と
は
、
今

度
の
事
件
が
議
会
全
体
の
責

任
で
あ
る
と
考
え
て
の
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は

自
ら
の
責
任
を
議
会
に
転
嫁

す
る
も
の
で
、
議
会
の
名
誉

は
あ
な
た
に
よ
っ
て
著
し
く

汚
さ
れ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
▼
市
民
が
一
番

心
配
し
て
い
る
の
は
、
市
政

の
監
視
役
で
あ
る
議
会
が
こ

ん
な
体
た
ら
く
で
、
市
民
の

立
場
に
立
っ
て
市
政
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
議
長
で
あ
る
あ
な
た
に

は
、
自
ら
の
進
退
も
含
め
て

大
が
か
り
な
「
選
挙
違
反
事

件
」
の
真
相
を
自
ら
明
ら
か

に
す
る
責
任
か
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
以

上
迷
惑
を
か
け
な
い
で
下
さ

い
。
敬
具
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日
本
共
産
党
北
関
東
4

県
（
茨
城
、
群
馬
、
埼
玉
、

栃
木
）
の
県
委
員
会
・
県
後

援
会
が
、
栃
木
県
野
木
町

で
連
帯
と
交
流
の
つ
ど
い

を
開
き
、
衆
院
比
例
北
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
の
梅
村
さ
え
こ

さ
ん
ら
と
と
も
に
参
加
。

来
る
総
選
挙
勝
利
を
目

指
し
、
各
県
の
党
と
後
援

会
が
取
り
組
み
を
交
流
し

ま
し
た
。

こ
の
集
い
に
は
、
塩
川
て

つ
や
衆
院
議
員
や
梅
村
さ

え
こ
准
中
央
委
員
、
そ
し

て
、
北
関
東
４
県
の
小
選

挙
区
予
定
候
補
者
が
勢
揃

い
。
総
選
挙
勝
利
へ
、
決
意

を
固
め
る
集
会
と
な
り
ま

し
た
。

小
選
挙
区
予
定
候
補
者

を
代
表
し
て
最
年
少
の
柴

岡
ゆ
う
ま
さ
ん
が
次
の
よ

う
に
挨
拶
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
笑
顔
が
壊

さ
れ
る
社
会
で
は
ダ
メ

「
23
年
前
に
導
入
さ
れ

た
消
費
税
。
両
親
に
連
れ

ら
れ
て
、
消
費
税
反
対
の

デ
モ
に
行
っ
た
こ
と
、
『ジ
ュ
ー

ス
に
も
税
金
が
か
か
る
ん

だ
よ
』
と
自
動
販
売
機
の

前
で
父
か
ら
言
わ
れ
た
こ

と
が
、
微
か
な
記
憶
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、

私
は
５
歳
で
し
た
。

『
増

税
さ
れ
た
ら
、
食
べ
盛
り
の

子
ど
も
た
ち
の
お
か
ず
を

一
品
減
ら
さ
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
る
』
。
こ
れ
は
、

対
話
の
な
か
で
出
さ
れ
た

言
葉
で
す
。
胸
が
つ
ま
り

ま
し
た
。
こ
う
い
う
言
葉

に
出
会
い
、
励
ま
さ
れ
て

候
補
者
と
し
て
が
ん
ば
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

い
ま
、
３
・
11
を
機

に
多
く
の
マ
マ
、
パ
パ
が
動

き
始
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

あ
る
の
は
、
モ
ノ
言
え
ぬ
子

ど
も
た
ち
の
代
わ
り
に
、

悪
政
に
声
を
上
げ
て
立
ち

向
か
う
親
た
ち
の
強
い
思

い
で
あ
り
、
私
の
思
い
で
す
。

両
親
が
ど
う
い
う
思
い
で

私
を
デ
モ
に
連
れ
て
行
っ

た
の
か
、
い
ま
は
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
そ
し
て
、
我
が
子

の
成
長
を
み
る
た
び
に
い

つ
も
思
う
の
は
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
壊
さ
れ
る
よ

う
な
社
会
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
素
敵
な
社

会
を
手
渡
す
た
め
に
、
候

補
者
一
丸
と
な
っ
て
全
力

で
が
ん
ば
り
ま
す
。
と
も

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」

２０１２年６月１７日 ＮＯ．１８２６

年
金
者
組
合
共
同

墓
所
の
合
同
慰
霊

祭５
月
19
日
、
年
金
者
組

合
は
越
生
町
に
あ
る
西
部

共
同
墓
所
で
合
同
慰
霊
祭

を
行
い
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
で
は
、

「
子
ど
も
ら
次
世
代
の
負

担
に
な
ら
な
い
。
低
額
で

経
済
負
担
が
軽
い
。
長
年

に
わ
た
っ
て
管
理
を
し
て

も
ら
え
て
安
心
。
死
後
も

顔
見
知
り
の
仲
間
と
一
緒

の
所
で
安
心
」
と
越
生
町

に
あ
る
地
産
霊
園
内
に
共

同
で
墓
地
を
購
入
。
２
年

の
準
備
期
間
を
経
て
完
成

し
た
西
部
（
飯
能
、
日
高
、

入
間
、
狭
山
）
共
同
墓
所

の
完
成
祝
賀
会
を
11
月
に

行
な
い
、
今
回
初
の
合
同

慰
霊
祭
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
墓
前
に
は
50
名
を

越
す
仲
間
と
家
族
が
集
い
、

３
家
族
の
故
人
を
し
の
び

献
花
を
し
ま
し
た
。

家
族
の
代
表
は
「
仲
間
の

皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
も
見
守
っ
て
も
ら

え
る
」
と
喜
ん
で
語
っ
て

い
ま
し
た
。

今
回
は
３
名
の
方
が
納

骨
さ
れ
ま
し
た
が
、
墓
誌

に
は
50
名
を
越
す
名
前
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

共
同
墓
所
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
柴
崎
０
９

０
２
４
５
９
８
１
９
５

☆
所
在
地

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
古

池
11
番
地
地
産
霊
園
内

☆
対
象
者
＝
全
日
本
年
金

者
組
合
員
及
び
そ
の
家
族

☆
申
込
金

夫
婦

30
万
円

単
身
20

万
円

家
族

20
万
円

（
未
成
年
者
10
万
円
）

墓
誌
刻
銘
の
み

10
万
円
。

申
込
金
に
は
生
前
墓
誌
刻

銘
料
を
含
み
ま
す
。

秋
年
２
回
、
無
宗
教
で

執
り
行
い
、
同
時
に
納
骨

し
ま
す
。

☆
管
理
料

生
前
の
み
の
負
担
で
、

年
間
１
０
０
０
円

日
本
共
産
党
飯
能
中
央

後
援
会
は
10
日
、
新
潟
県

魚
沼
郡
津
南
町
へ
三
年
ぶ

り
の
「
山
菜
採
り
の
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
行
な
い
ま
し

た
。
一
昨
年
は
選
挙
の
関

係
、
昨
年
は
地
震
で
見
合

わ
せ
た
の
で
、
皆
さ
ん
心

待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
雨
も
上
が
り
、

早
朝
６
時
に
市
役
所
前

を
出
発
、
車
中
で
は
須
賀

貴
後
援
会
長
の
挨
拶
、
山

田
利
子
市
議
は
「
国
が
消

費
税
増
税
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
る
中
で
、
皆
さ

ん
力
を
あ
わ
せ
て
撤
回
さ

せ
ま
し
ょ
う
！
衆
議
院
選

挙
、
来
年
の
市
議
選
で
政

治
を
変
え
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
圏

央
道
～
関
越
道
と
進
み
天

気
は
だ
ん
だ
ん
良
く
な
っ

て
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
と
、
関
越
ト
ン
ネ

ル
付
近
で
は
山
々
が
き
り

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
も
し

か
し
て
と
思
っ
て
い
る
と

案
の
定
、
「
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
る
と
そ
こ
は
雨
」
、

一
同
ワ
ー
ッ
と
言
う
声
。

塩
沢
石
打
イ
ン
タ
ー
を
降

り
て
津
南
の
マ
ウ
ン
テ
ン

パ
ー
ク
に
つ
い
て
も
降
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
参
加

者
は
雨
合
羽
や
長
靴
を
準

備
し
て
い
る
の
で
何
の
こ

と
は
な
い
、
我
先
に
と
山

に
入
る
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

棟
で
は
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る

準
備
す
る
人
、
お
昼
は
天

ぷ
ら
う
ど
ん
に
舌
鼓
。
濡

れ
た
体
を
温
め
た
い
が
、

あ
い
に
く
昨
年
の
地
震
で

入
浴
施
設
が
壊
れ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
帰
り
道
、
竜
ガ

窪
温
泉
で
入
浴
、
”
お
風

呂
が
良
か
っ
た
”
と
大
満

足
の
一
日
で
し
た
。

雨
で
も
楽
し
か
っ
た

山
菜
採
り
バ
ス
ツ
ア
ー

塩川衆院議員

梅村さえこ候補


